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１
．
令
和
３
年
度
の
主
な
実
施
事
業
に
つ

い
て

①
滋
賀
工
組　

大
森
理
事
長

滋
賀
で
は
組
合
加
入
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も

「
組
合
の
存
在
意
味
」
を
作
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
考
え
追
求
を
始
め
て
い
る
。

ま
ず
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
琵
琶
湖
版
と
い
え
る

全印工連　瀧澤光正会長

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
開
催

２
０
２
２
年
２
月
18
日

 

 

 

「
Ｍ
Ｌ
Ｄ
ｓ（
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
）」

に
賛
同
。
滋
賀
に
寄
与
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。
既
存
の
委
員
会
等
は
委
員
就

任
者
が
や
や
高
齢
層
が
中
心
で
あ
る
こ
と

に
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
を

中
心
に
「
次
世
代
未
来
委
員
会
」
を
編
成
。

②
京
都
工
組　

笹
原
理
事
長

１
／
25
に
労
務
セ
ミ
ナ
ー
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
に
て
開
催
し
た
。

改
選
時
期
に
あ
た
る
が
、
京
都
工
組
で
は

選
挙
制
を
設
け
て
お
り
、
更
に
諮
問
委
員

会
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
導

入
は
「
動
け
る
役
員
」
を
登
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
新
理
事
予
定
の
６

名
の
内
、
５
名
は
40
歳
以
下
で
あ
る
。
来

期
の
委
員
長
も
大
幅
に
入
替
を
予
定
し
て

い
る
。

③
大
阪
府
工
組　

浦
久
保
理
事
長

１
／
15
に
は
外
に
向
け
た
印
刷
業
界
発
信

の
事
業
と
し
て
「
ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
、
こ
れ
は
組
合
員
と
デ
ザ
イ
ナ
ー

集
団
「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
が
商
品
開
発
に
つ

い
て
コ
ラ
ボ
し
新
商
品
を
開
発
し
、
展
示

や
販
売
を
行
っ
た
。
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
７
０
０
名
の
来
場
が
あ
っ
た
。
大
変

面
白
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
来
期
も
実
施

を
計
画
し
て
い
る
。
開
催
後
、
他
団
体
か

ら
も
コ
ラ
ボ
依
頼
が
あ
る
な
ど
の
反
響
が

あ
っ
た
。

④
兵
庫
工
組　

武
部
理
事
長

色
々
制
約
が
あ
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
も
全
委
員
会
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
共

通
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
各
委
員
会
が
事
業
展

開
し
た
。
経
営
革
新
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委

員
会
で
は
産
学
連
携
事
業
と
し
て
高
校
生

を
対
象
と
し
た
印
刷
会
社
見
学
会
を
実
施

し
、
内
１
名
は
就
職
の
希
望
が
あ
っ
た
。

青
年
部
で
あ
る
「
青
楠
会
」
で
は
内
部
で

キ
ャ
ン
プ
部
が
設
立
さ
れ
、
若
年
層
の
リ

ア
ル
な
交
流
を
促
し
て
い
る
。

あ
と
厚
生
労
働
省
の
「
働
き
方
改
革
推
進

支
援
助
成
金
」
を
活
用
し
た
事
業
を
実
施

し
た
。

⑤
奈
良
工
組　

乾
理
事
長

昨
年
の
総
会
は
最
小
限
で
の
開
催
と
な

り
、
本
年
の
新
年
会
は
中
止
と
し
た
。
本

年
の
総
会
の
後
に
懇
親
の
場
が
持
て
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

主
な
行
事
と
し
て
、
毎
年
実
施
の
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
本
年
度
も
10
月
に
募
集

開
始
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
10
月

に
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
、
12
月
に
百
万

塔
陀
羅
尼
セ
ミ
ナ
ー
、
そ
し
て
１
月
と
２

月
に
Ｍ
Ｕ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
の
計
４
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

官
公
需
に
関
し
て
は
奈
良
県
会
計
局
と
継

続
的
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、や
っ
と「
著

作
権
」
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
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◆
理
事
長
会
報
告

　

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
度
例
会

　

本
来
な
ら
和
歌
山
県
で
開
催
の
予
定
で

し
た
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
に
つ

き
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
全
体
会
議
で
Ｄ
Ｘ
の
宮
城
県
等

の
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。（
６
頁
参
照
）

◆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開
催
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と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
奈
良
県
の
「
印
刷

物
受
発
注
の
手
引
き
」
に
記
載
さ
れ
て
い

た
「
著
作
権
は
発
注
者
側
に
帰
属
す
る
」

の
文
言
が
削
除
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
に

４
年
を
費
や
し
た
。
本
年
３
月
よ
り
運
用

開
始
す
る
。

⑥
和
歌
山
工
組　

山
添
理
事
長

理
事
会
は
辛
う
じ
て
開
催
し
た
が
、
多
く

の
行
事
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
本
年
２
／
８
に
全

印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
和
歌
山

で
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
１
４
０
名

が
参
加
し
た
。

⑦
福
井
工
組　

村
田
理
事
長

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
行
事
が
実

行
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

２
．
令
和
４
年
度
地
区
協
の
運
営
及
び
委

員
会
構
成
並
び
に
令
和
４
・
５
年
度
委
員

会
委
員
長
改
選
に
つ
い
て

ま
ず
全
印
工
連　

池
尻
専
務
理
事
よ
り
、

来
期
の
全
印
工
連
主
要
役
員
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
留
任
。

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会　

会
長
・
副
会
長

の
改
選
に
つ
い
て
、
本
来
次
期
は
会
長
を

輪
番
で
京
都
工
組
理
事
長
が
受
け
持
つ
こ

と
と
な
る
が
、
今
期
が
あ
ま
り
活
動
出
来

な
か
っ
た
た
め
、
今
期
同
様
に
兵
庫
工
組

理
事
長
が
会
長
、
大
阪
・
京
都
工
組
理
事

長
が
副
会
長
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

委
員
長
に
つ
い
て
も
今
期
同
様
、
経
営
革

新
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
京
都
、
環
境
労
務

は
和
歌
山
、
組
織
共
済
は
大
阪
、
教
育
研

修
は
兵
庫
、
官
公
需
対
策
は
奈
良
が
原
則

受
け
持
つ
予
定
と
し
た
。

３
．
令
和
５
年
度
総
会
の
開
催
担
当
工
組

に
つ
い
て
→
兵
庫
工
組
に
依
頼
。

４
．
全
印
工
連
及
び
近
畿
地
区
印
刷
協
議

会
に
対
す
る
要
望
・
提
案
等
に
つ
い
て

兵
庫
・
滋
賀
工
組
よ
り
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。

全
印
工
連
Ｈ
Ｐ
に
Ｄ
Ｘ
推
進
状
況
の
説
明

コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

５
．
そ
の
他
と
し
て

大
阪
工
組
よ
り
５
／
19
～
20
、
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
に
て
開
催
の
「
Ｊ
Ｐ
２
０
２
２

印
刷
Ｄ
Ｘ
展
」
の
告
知
。

初
日
は
近
隣
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
大
阪
に
て
総
代
会
及
び
講
演
会
・
情

報
交
換
会
を
開
催
。

〔
依
頼
事
項
〕

①
事
業
承
継
支
援
事
業
の
周
知

□
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー

　

累
計
の
契
約
は
17
件
、
問
い
合
わ
せ
は

１
０
８
件
（
２
０
２
２
．２
．３
時
点
）。

　

多
く
の
企
業
の
課
題
で
あ
る
後
継
者
問

題
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
是
非
ご
活
用
頂

き
た
い
。
ま
た
、
勝
ち
残
る
手
段
の
一
つ

で
も
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
の
ご
相
談
に
も
活
用
し

て
頂
き
た
い
。

②
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
最
大
有
効

活
用

　

ベ
ン
ダ
ー
の
配
信
の
目
標
指
数
が
10
回

に
対
し
て
実
績
は
12
回
だ
っ
た
。

　

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
各
府
県
工

組
の
活
動
が
組
合
員
へ
迅
速
に
情
報
発
信

が
で
き
る
配
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
連
携
活
用
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
追
加
等
を
検
討
・

実
施
し
て
い
く
。

③
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
事
業
の
普
及
と
啓
発

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
取
得
の
価
値
は
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。
本
認
定
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
と
の
親
和
性
も
高
く

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
い
る
。
Ｃ
Ｓ

Ｒ
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
自
社
の
対
外
的

評
価
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
社
員
の
意

識
向
上
に
も
繋
が
る
。
是
非
活
用
し
て
頂

き
た
い
。

〔
意
見
情
報
交
換
〕

（
奈
良
工
組　

中
島
理
事
）

　

労
働
局
の
補
助
金
を
活
用
し
て
セ
ミ

ナ
ー
（
テ
ー
マ
―
：
働
き
方
改
革
、
百
万

塔
陀
羅
尼
、Ｍ
Ｕ
Ｄ
等
）
を
４
回
行
っ
た
。

百
万
塔
陀
羅
尼
セ
ミ
ナ
ー
で
は
世
界
最
古

の
現
存
す
る
印
刷
物
が
奈
良
の
法
隆
寺
に

あ
る
こ
と
を
周
知
し
た
。
来
期
も
補
助
金

を
活
用
し
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
Ｄ
Ｘ
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

◆
経
営
革
新
・

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

〔
報
告
事
項
〕

各
種
セ
ミ
ナ
ー
（「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
塾
」、「
地
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
×
Ｐ

Ｏ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
で
仕
事
創
出
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
事
業
戦
略
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」、「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
力
セ
ミ
ナ
ー
」）
は
何
れ
も
著

名
な
方
が
講
師
を
務
め
ら
れ
好
評
で
あ
っ

た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
受
講
が
定
着
し
受
講
者
も
増

加
し
て
い
る
。

◆
環
境
・
労
務
委
員
会

〔
報
告
事
項
〕

１
．
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
等
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
12
月
31
日
ま
で
雇
用
調
整
特
例

措
置
を
講
じ
て
き
た
が
、
こ
の
措
置
は
令

和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

し
か
し
、
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
。
厚
労

省
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
支
給
申
請
様
式

が
そ
の
都
度
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
厚
労

省
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
確
認

が
必
要
と
な
る
。

　

濃
厚
接
触
者
と
い
う
定
義
が
一
番
あ
や

ふ
や
で
、
特
に
第
６
波
で
は
、
自
己
判
断

と
さ
れ
、
保
健
所
等
の
正
式
な
判
断
で
は

な
く
、
自
己
判
断
で
濃
厚
接
触
者
と
さ
れ

た
場
合
の
会
社
の
対
応
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
基
準
が
確
定
で
な
い
の
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
基
準
で
判
断
い
た
だ
く
し

か
な
い
の
か
な
と
思
う
。

２
．
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
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中
小
企
業
事
業
主
に
も
義
務
化
（
令
和
４

年
４
月
１
日
施
行
）

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
中
小
企
業

に
対
す
る
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
措
置
が
義
務
化
さ
れ
る
。
職
場
に
お

け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
定
義

は
、
①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言

動
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
た
も
の
、
③
労
働
者
の
就
業
環
境
が

害
さ
れ
る
も
の
、
と
な
る
。
そ
れ
を
防
止

す
る
た
め
に
措
置
を
講
じ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
事
業
主
の
方
針
等
明
確
化
し
周
知

啓
発
を
す
る
こ
と
、
研
修
や
講
習
等
を
実

施
す
る
場
合
に
は
周
期
的
に
実
施
す
る
、

調
査
を
行
う
場
合
は
職
場
の
実
態
を
判
断

し
て
実
施
す
る
。
管
理
職
層
を
中
心
に
段

階
的
に
分
け
て
実
施
す
る
と
い
う
取
り
組

み
が
考
え
ら
れ
る
と
報
告
。「
世
の
中
な
ん

で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
み
な
す
傾
向
に
あ

る
が
、
就
業
規
則
で
企
業
に
お
い
て
は
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
る

会
社
は
多
い
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

入
れ
て
い
る
会
社
は
少
な
い
の
で
、
ま
ず

就
業
規
則
の
改
定
か
ら
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
会
社
と
し
て
講
ず
べ
き
要
素
が
４
つ

ほ
ど
あ
り
①
会
社
と
し
て
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
許
さ
な
い
と
い
う
啓
発
告
知
を
ポ
ス

タ
ー
等
で
行
う
。
②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
窓
口
が
ど
こ
に
あ
る
か

を
社
員
に
案
内
、
ま
た
、
相
談
員
は
男
性

と
女
性
の
ペ
ア
で
公
平
に
行
う
。

③
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
申
告
が
あ
れ
ば
ま
ず

動
い
て
申
告
者
と
段
階
的
に
話
し
丁
寧
な

報
告
と
迅
速
な
対
応
を
す
る
。
④
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
訴
え
か
ら
辞
職
や
職
場
異
動
に

繋
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
事
が
や
は
り
大
事
だ
と
思
う
。

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
中
小
印
刷
業
モ
デ
ル
就
業
規
則

２
０
２
１
の
販
売
（
７
頁
参
照
）

２
．
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
・

認
定
制
度
の
普
及
推
進

（
１
）
Ｇ
Ｐ
（
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）

　

認
定
制
度

（
２
）
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度　
（
６
頁

　

参
照
）　　
　

（
３
）
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
支
援
事
業
）

Ｇ
Ｐ
認
定
・
環
境
推
進
工
場
・
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
か
ら
み
て
ゴ
ー
ル
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
で
、
Ｓ
Ｒ
（
官
公
庁
）
に
対
し
て
の
発

信
力
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る

企
業
に
官
公
庁
に
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

ペ
ー
ン
は
、
例
年
通
り
９
月
１
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
を
予
定
、
生
命

共
済
、
せ
つ
び
共
済
、
医
療
・
が
ん
・
介

護
共
済
の
３
制
度
が
対
象
と
な
る
。

２
．
生
命
共
済
制
度
の
更
新
処
理
に
つ
い
て

　

例
年
通
り
４
月
１
日
付
で
更
新
さ
れ
、

年
齢
条
件
に
よ
り
掛
金
が
変
更
、
も
し
く

は
契
約
満
了
を
迎
え
る
。

３
．
ク
ラ
ウ
ド
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
、
加
入
増
強

　

加
入
者
数
増
加
に
向
け
て
協
力
を
依
頼

し
た
。

〔
協
議
事
項
〕

１
．
令
和
４
年
度
共
済
加
入
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
地
区
毎
の
重
点
工
組
選
定
に
つ
い

て近
畿
地
区
で
の
次
年
度
重
点
工
組
は
協
議

の
結
果
、
本
年
度
同
様
、
大
阪
工
組
と
兵

庫
工
組
と
な
っ
た
。

２
．
医
療
・
が
ん
・
介
護
共
済
の
加
入
促

進
に
つ
い
て

浜
田
常
務
理
事
よ
り
説
明
。こ
れ
ま
で「
医

療
・
が
ん
共
済
」
に
、
新
た
に
介
護
共
済

が
加
わ
り
、
昨
年
７
月
よ
り
補
償
が
開
始

し
て
い
る
。
働
き
盛
り
の
人
材
が
親
の
病

気
等
に
よ
る
介
護
離
職
が
起
き
て
お
り
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
従
業
員
に
周
知
を

お
願
い
し
た
い
。（
６
頁
参
照
）

３
．
組
合
員
加
入
の
促
進
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
組
合
員
数
は
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
３
．８
％
で
あ
っ
た
。
令
和 

３

◆
組
織
共
済
委
員
会

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
令
和 

４ 

年
度
共
済
加
入
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
推
進

　

令
和
４
年
度
共
済
加
入
促
進
キ
ャ
ン

年
度
の
数
値
目
標
は
増
減
ゼ
ロ
で
あ
る
。

組
合
員
増
強
に
つ
い
て
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
以
下
の
通
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

京
都
工
組
で
は
対
外
的
な
組
合
紹
介
動
画

を
昨
年
11
月
よ
り
制
作
着
手
し
、
先
週
に

完
成
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
公

開
し
て
い
る
。
今
期
中
に
京
都
府
内
の
未

加
入
事
業
所
に
Ｄ
Ｍ
を
発
送
す
る
他
、
組

合
加
入
料
１
万
円
を
免
除
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

兵
庫
工
組
で
は
産
業
戦
略
デ
ザ
イ
ン
室
で

は
「
10
年
後
の
未
来
」
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
。

福
井
工
組
で
は
馴
れ
合
い
に
な
っ
て
活
動

が
鈍
っ
て
い
る
。
役
員
が
動
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
見
直
す
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
阪
工
組
で
は
若
い
世
代
が
な
か
な
か
組

合
活
動
に
入
っ
て
来
な
い
。
支
部
で
の
二

世
会
も
機
能
し
て
な
い
も
の
も
あ
る
。
以

前
に
組
合
で
の
大
役
を
務
め
た
方
の
子
息

は
組
合
活
動
を
敬
遠
し
て
い
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
。

◆
教
育
委
員
会

〔
報
告
事
項
〕

１
．
技
能
検
定
「
プ
リ
プ
レ
ス
職
種
Ｄ
Ｔ

Ｐ
作
業
」
の
受
検
者
数
１
０
８
名
が
受
検

奈
良
工
組
１
名
が
受
験

２
．
教
育
動
画
サ
イ
ト
「
印
カ
レ
」
の
運

営
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開
催
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
総
合
求
人
サ
イ
ト「
イ
ー
ア
イ
デ
ム
」

組
合
員
向
け
特
別
プ
ラ
ン
の
周
知

２
０
１
７
年
11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

株
式
会
社
ア
イ
デ
ム
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
総
合
求
人
サ
イ
ト
『
イ
ー
ア
イ
デ
ム
』

の
組
合
員
向
け
特
別
プ
ラ
ン
は
、
奈
良
県

の
他
計
９
工
組
の
組
合
員
28
社
に
ご
利

用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

〔
協
議
事
項
〕 

１
．
技
能
検
定
プ
リ
プ
レ
ス
職
種
Ｄ
Ｔ
Ｐ

作
業
の
受
検
者
増
に
向
け
た
取
り
組
み

令
和
３
年
度
技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ

Ｐ
作
業
に
は
20
工
組
１
０
８
名
が
受
検
。 

今
年
度
の
全
国
の
受
検
者
数
１
０
８
名

は
前
年
度
比
で
２
名
増
加
し
て
い
る
が
、

今
後
１
０
０
名
を
割
り
込
む
状
況
が
続

く
と
、
再
び
厚
生
労
働
省
に
よ
り
本
技
能

検
定
の
改
廃
の
協
議
が
始
ま
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
れ
以
上
受
検
者
を
減
ら
さ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

２
．
全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
周
知
・
普
及
。
ア
ド
ビ
社
は
学
生

向
け
に
格
安
で
販
売
し
て
い
る
。
組
合
員

企
業
に
も
同
じ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
交
渉
を
お
願
い
し
た
い
。

２
０
２
１
年
５
月
19
日
か
ら
運
用
を
開
始

し
た
教
育
動
画
サ
イ
ト
「
印
カ
レ
」
は
、

Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

経
営
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
、
全
42

本
（
２
０
２
２
年
１
月
26
日
現
在
）
の
動

画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
視
聴
が
可
能
で
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
た
い
と
き
に
視
聴

で
き
る
の
で
、
社
内
勉
強
会
に
活
用
す
る

な
ど
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
啓

発
等
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

全
印
工
連
の
組
合
員
企
業
の
み
を
閲
覧
の

対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
初
回
ア
ク
セ
ス

時
に
Ｉ
Ｄ（
視
聴
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
ｋ
ｙ
ｏ
ｉ
ｋ
ｕ
）
の
入

力
を
求
め
ら
れ
る
。

３
．
２
０
２
１
年
度
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
全
国
で
の
加
入
目
標
本
数
は
６
０
０

本
で
あ
っ
た
が
、
実
績
は
７
２
０
本
と

１
２
０
本
上
回
り
、
全
国
９
地
区
中
６
地

区
で
目
標
値
を
上
回
る
加
入
実
績
と
な
っ

た
。 

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
印
刷
営
業
講
座
・
印
刷
営
業
技
能
審

査
認
定
試
験
の
開
催 

来
期
以
降
は
印
刷
営
業
講
座
に
つ
い
て
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
」「
リ
ア
ル
開
催
」
の

２
パ
タ
ー
ン
で
の
開
催
が
で
き
る
。た
だ
、

印
刷
営
業
技
能
審
査
認
定
試
験
は
リ
ア
ル

◆
官
公
需
委
員
会

〔
報
告
事
項
〕

１
．
２
月
４
日
の
第
６
回
全
国
協
議
会
に

つ
い
て
報
告
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

　

官
公
需
対
策
協
議
会
は
２
月
４
日

（
金
）、「
官
公
需
の
共
同
受
注
」
を
テ
ー

マ
に
第
６
回
全
国
協
議
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
し
、
当
日
は
官
公
需
対
策
協

議
会
幹
事
を
含
む
26
工
組
か
ら
49
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
宮
城
県
印
刷
工
業
組
合
理

事
長
の
針
生
英
一
（
は
り
う
・
え
い
い
ち
）

氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
講
演
の
ほ
か
、
神
奈

川
県
印
刷
工
業
組
合
常
務
理
事
の
荒
井
慶

太
（
あ
ら
い
・
け
い
た
）
氏
と
山
形
県

印
刷
工
業
組
合
理
事
の
村
上
慈
（
む
ら
か

み
・
め
ぐ
み
）
氏
に
よ
る
事
例
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
針
生
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

で
は
官
公
需
適
格
組
合
と
そ
の
活
動
、
共

同
受
注
の
ポ
イ
ン
ト
、
行
政
を
巻
き
込
ん

だ
共
同
受
注
の
実
践
事
例
を
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
荒
井
氏
に
よ
る
事
例
発
表
で

は
協
同
組
合
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
官
民
協
働

事
業
を
軸
と
し
て
仕
事
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
を
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
上
氏
の

事
例
発
表
で
は
新
し
く
発
足
し
た
協
同
組

合
に
よ
る
、
自
治
体
広
報
誌
の
共
同
受
注

事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
と

事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
講
師
と
参
加

者
を
交
え
た
意
見
情
報
交
換
・
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
自

治
体
を
研
究
す
る
コ
ツ
、
共
同
受
注
に
よ

る
仕
事
の
進
め
方
、
協
同
組
合
内
部
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
等
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
の
模
様
は
後
日

動
画
配
信
サ
イ
ト
「
印
カ
レ
」
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
、
視
聴
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
る
予
定
で
す
。

２
．
官
公
需
な
ら
び
に
著
作
権
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
実
績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
公
需
対
策
協
議
会
で
は
、「
大
き
く
変

わ
る
知
的
財
産
権
の
取
り
扱
い
セ
ミ
ナ
ー

～
官
公
需
に
お
け
る
知
的
財
産
権
～
」
を

引
き
続
き
組
合
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
企

画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
２
／
５
に
山

梨
工
組
、
２
／
18
に
愛
媛
工
組
の
２
工
組

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
印
刷
工
業
組
合
通
常
総
会
は

　
　
　

５
月
30
日
（
月
）
開
催
予
定

JW
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
奈
良
で
開
催  

弔
心
よ
り
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
株
）
明
新
社
　
会
長

乾
　
昌
弘
氏
御
尊
父
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全印工連のDX推進の目的

DX-PLATによる生産協調の促進により、各社が高付加
価値創造のために、経営資源を集中投下できることを
可能にする。いわば現代版「共創ネットワーク」

高付加価値創造産業への転換

生産性の向上

経営の見える化と質の向上

生産協調により設備稼働率がアップし生産性が向上し、
DX導入により、設備の稼働状況の把握や予定組が容易に
なり、スマートファクトリー化を推進する。

MISの導入により、収益管理や事務効率化など、
経営の見える化を図ることができ、中小印刷業の経営品質
の向上を図ることができる。 2

 高付加価値創造のための組合員間受発注システム
（JSP：Job Sharing Platform）

 生産性向上のための生産管理システム
（JWS：Job Workflow System）

 経営の見える化のための基幹業務システム
（MIS：Management Information System）
ＭIS単独での提供も可能になりました

全印工連が本年6月から提供予定のシステム

DX‐PLAT

3

SDG s の取り組みにもなる！
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災害保障特約付団体定期保険

生命共済ライフピア生命共済ライフピア

会員企業のみがこの福利厚生制度を利用することができます

会員企業の役員・従業員に対
する弔慰金・見舞金を、この
制度を活用して準備すること
により福利厚生制度を充実さ
せることができます。

①  ①  

簡単な告知のみで、医師の診
査は不要です。
※健康状態によっては加入（増額）できない
ことがあります。

②  ②  

業務上、業務外を問わず 24
時間保障です。

④  ④  掛金（企業負担）は損金または
必要経費に算入します。
（注）税務のお取扱いについては、平成26年8月現
　在の法令・通達・判例に基づいたものであり、
　　　将来的に変更されることもあります。

③  ③  

福利厚生制度の充実

その他

お申込み手続きが簡単

掛金の税務上のお取扱い

〈
加
入
例
〉

死亡保険金 ……………… 100万円
死亡保険金＋災害保険金 200万円
障害給付金7 …………… 70～10万円
入院給付金 ……………… 1,500円

（一日につき）

掛
金（
月
額
）の
一
例

保険年齢
15～35歳
41～45歳
51～55歳
61～65歳

男　性
359円
449円
690円

1,186円

女　性
302円
374円
497円
676円

※掛金には運営事務費が含まれています。

お申込にあたっては、所定のパンフレットおよび重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずお読みください。

お問い合わせは印刷組合事務局迄

「中小印刷業モデル就業規則 2021」
発刊のご案内　

　全日本印刷工業組合連合会では、
働き方改革関連法令の施行・改正を
受けて。中小印刷業モデル就業規則
改訂版の見直しを行い、新たに「中
小印刷業モデル就業規則 2021」と
して発行することとなりました。
　ここ数年、わが国の雇用情勢には様々な変化が生じ
ており、年次有給休暇の年５日取得義務化、時問外労
働の上限規制をはじめ法整備が急速に行われ、新型コ
ロナウイルス感染症の影響も受けてテレワークや時
差出勤を行うための社内制度・規定についての対応も
必要となりました。
　各社の労働環境の整備・改善の一助となりますよ
う、ご案内いたします。

◆価格  組合員  2,980 円（税込）　一般  5,980 円（税込）
※お申し込み後、　冊子とご請求書をお送りします。お振込
　手数料は、貴社にてご負担願います。

◆ 申し込みは事務局まで
　ＦＡＸ　0742 － 95 － 5321

 

「中小印刷業モデル就業規則２０２１」

発刊のご案内

全日本印刷工業組合連合会では、働き方改革関連法令の施行・

改正を受けて、中小印刷業モデル就業規則改訂版の見直しを行い、

新たに「中小印刷業モデル就業規則 2021」として発行することと

なりました。 

ここ数年、わが国の雇用情勢には様々な変化が生じており、年

次有給休暇の年５日取得義務化、時間外労働の上限規制をはじめ

法整備が急速に行われ、新型コロナウイルス感染症の影響も受け

てテレワークや時差出勤を行うための社内制度・規定についての

対応も必要となりました。 

就業規則は労務管理の基本となるものであり、従業員が安心し

て働ける魅力ある職場づくりは、企業がより一層発展するための

基盤となります。本書が多くの経営者、労務担当者の方々にお役

立ていただき、各社の労働環境の整備・改善の一助となりますよ

う、ご案内いたします。 
 

「中小印刷業モデル就業規則２０２１」Ａ4判/全289頁/令和３年11月発行 
【特 徴】 

Ⅰ 最新の労働関係法令に対応（時間外労働の上限規制、パートタイム・有期雇用労働法の適用、

  育児・介護休業法の改正等）※2021年10月時点

Ⅱ 就業規則の条文に対応する実務に役立つチェックポイント解説付き 

Ⅲ 奥付のQRコードから就業規則作成のポイント解説動画（社会保険労務士による解説）が視聴可能 

【目 次】 

１．就業規則について 

 (1)就業規則の作成及び変更    (2)就業規則の運用方法 

 ２．パートタイム・有期雇用労働法 

 ３．モデル就業規則 

   (1)就業規則 

   (2)諸規程 

    ①給与規程          ②育児・介護休業等規程     ③慶弔見舞金規程 

    ④出張旅費規程        ⑤退職金規程(中退共利用型)   ⑥受託業務の安全管理規程 

    ⑦高年齢者継続雇用規程    ⑧個人情報保護規程       ⑨テレワーク勤務規程 

    ⑩健康情報等の取扱規程(例) 

   (3)パートタイマー・有期契約社員就業規則 

◆ 価 格 組合員 ２,９８０円（税込） ※お申し込み後、冊子とご請求書をお送りします。 

 お振込手数料は、貴社にてご負担願います。 一 般 ５,９８０円（税込）
                                                    

「中小印刷業モデル就業規則２０２１」購読申込書 
 

下記の記入欄にご記入の上、全日本印刷工業組合連合会宛にファクシミリ（03-3552-7727）もしくは購読申込書をPDF

に加工のうえメール（webmaster@aj-pia.or.jp）添付にてお申し込みください。 

貴 社 名 
 

 

送 付 先 

〒 

 

TEL.    （    ） 

部 署 名  所 属 工 組 名 
（一般の方は「一般」と

ご記入ください） 
     印刷工業組合 

ご 担 当 者 名  

メールアドレス       @ 購 入 部 数             部 
 

2022年３月末まで 

送料無料 
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奈良の印刷　摺印　2022. ４

皆様、いつもご協賛ありがとうございます。
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Management Information System

VISUALISATION

Cloud Dashboard Mail Report Clients PCSignage Dashboard

MIS

Prepress Digital Press Post Press

AUTOMATIONAUTOMATION

株式会社 小森コーポレーション
本　　　社　〒130-8666 東京都墨田区吾妻橋 3-11-1        TEL.03-5608-7806
西日本支社　〒536-0016 大阪府大阪市城東区蒲生2-11-3 TEL.06-6369-3051
www.komori.com https://www.komorisolutions.com/ca/ja/

コネクテッド・オートメーション
についての詳細はこちら

奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社


